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新興国拠点が “ 克服すべきハンディ” と “ 開発適合の取り組み ”
　新興国拠点における開発というテーマに関してまず第 1 に取り上げるべきは，新興
国拠点の場合，「克服すべきハンディ」があるという点です。すなわち，日本で開








































場向け新モデルの開発には “ 当たり・外れ ” がつきもので，各社は日々，この点に関
して苦労を重ねているのです。
　一方，B 社では，「“ 既にある市場 ” を攻める」という次元を超え，「“ 新たな市場 ”
を切り開く」，すなわち，新興国のボリュームゾーンにおいて，従来の “ カテゴリー”







じ企業さんでも，拠点ごとの “ 能力の違い ” や “ 戦略的位置づけ ” の違いによって，
以下に述べるような対応の違いもみられました。
　まず，各社に共通する傾向としては，「“ 中国 ” 拠点が別格で，それだけで “1 つの
市場 ” とみる」という点，および「“ 中国以外のアジア ” を統括する拠点として，“ タ









　以上のような各メーカーの “ 開発への取り組み ” を念頭に，各拠点での “ 開発人材
の育成状況 ” に注目してみますと，一言でいうと，欧米拠点やメキシコの拠点と比べ
た場合，「アジア新興国拠点では，開発人材の育成が遅れている」と言えます。
　そして，主要各社が共通して直面する課題として，「“ 中間管理職 ” の絶対的な不
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は，通常 4 ～ 5 年の任期で拠点間を移動するのですが，開発拠点の場合は，この任期
が 2 ～ 3 年程度となっていました。
　そして第 2 点は，開発拠点間同士での異動が頻繁にみられたのに対し，製造拠点→
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